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１ 報告書について                          

 ○ 本県教育行政の効果的な推進及び県民への説明を目的とし、「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律」の規定に基づき、県教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行の状況について、点検及び評価を実施した。 

２ 報告書第１部 教育委員会の活動状況                

 ○ 教育委員会（教育長、教育委員 5名）は、会議や学校訪問等を実施した。 

  ・会議の開催（定例会 12回、臨時会 1回） 

  ・学校等訪問（４校） 

  ・学校行事への出席（記念式典４校、卒業式５校） 

 ○ 教育委員会の活動内容について、マスコミへの情報提供とともに、広報誌やホーム

ページ等を活用して情報発信を行った。 

 

３ 報告書第２部 「第３期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」に関連

する教育施策の実施状況 

 
○ 「第３期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」で設定している全１５の指標のう

ち、策定時に比べ改善した指標は８指標、横ばいは５指標、悪化した指標は２指標と

なっている。改善していない指標については、引き続き目標達成に向け、課題への対

応を進めていく。 

  

 ※第３期プラン中、重点的に取り組む事項については、「夢を実現する重点取組」と

して 10項目を掲げており、当該事項については、“★”で表示した。 

４ 今後のスケジュール                         

  ８月 ８日 定例教育委員会にて最終評価 

９月議会  報告 

議会後   県ホームページにおいて公表 

 

 

全指標 　　改善 　横ばい 　　悪化

１５指標 ８指標 ５指標 ２指標

熊本県教育委員会の点検及び評価報告書（令和４年度対象） 

概 要 

資料３ 



- 2 - 

 

５ 令和４年度の主な取組、課題・今後の方向性について（概要）                      

令和４年度の主な取組 課題・今後の方向性 

【基本的方向性１】家庭・地域の教育力向上 

（重点取組）★ 家庭教育支援にしっかり取り組みます 

★就学前施設における「親の学び」講座の普

及を図るため、「親の学び」推進園を指定。ま

た、双方向型のオンライン講座実施に向けた

環境面・技術面の課題に対し、説明会の開催

や講座支援を実施。 

★「親の学び」推進園の増加を図ると

ともに、従来の対面型講座の更なる実

施とオンライン講座・オンデマンド講

座の活用を促進する。 

【基本的方向性２】安全・安心に過ごせる学校づくり 

（重点取組）★ 子供たちが安全・安心に学ぶ学校をつくります 

      ★ 貧困の連鎖を教育で断ち切ります 

★いじめ対応として各学校が配置した情報

集約担当者向け研修を実施。また、県立学校

生徒を対象とした「いじめ匿名連絡サイト

（スクールサイン）」を運用し、生徒一人一人

への周知徹底を行った。 

★児童生徒が安心して学校に相談でき

る体制の構築・充実を図るとともに、援

助希求能力を育成する。 

★スクールカウンセラー（９５人）、スクール

ソーシャルワーカー（２９人）を増員して配

置し、不登校児童生徒に連携して対応した。 

★不登校の未然防止のための教育を進

めるとともに、長期欠席を防ぐため、専

門家と連携した取組を推進する。 

【基本的方向性３】確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

（重点取組）★ “生きる力”の基礎となる学力向上を図ります 

★熊本県学力・学習状況調査の結果に基づ

き、児童生徒一人一人の課題に応じたアドバ

イス等を示した個人票や学習プリントを提

供し、課題克服の取組を充実させた。 

★調査結果の検証を行い、個人票と課

題に応じた学習プリントを活用し、課

題克服状況を確認しながら、児童生徒

一人一人に応じた対策の徹底を図る。 

★各県立高校において「基礎学力定着のため

の年間指導計画」を策定するとともに、研究

指定校における学習指導の改善充実及び教

育課程の研究を行った。 

★指導と評価の一体化などの研究指定

校の取組の成果をすべての学校で普及

させるため、成果発表の機会を充実さ

せる。 

【基本的方向性４】障がいや多様な教育的ニーズに応える 

（重点取組）★ 障がいのある子供の学びを支えます 

★特別支援学校の児童生徒の進級や進学等

の実態を踏まえた、個別の教育支援計画の作

成・活用・引継に係るガイドラインの周知徹

底を図った。 

★学校訪問や特別支援教育コーディネ

ーターの巡回相談等を通して、個別の

教育支援計画の意義や、計画の活用に

ついての指導・助言を行う。 

★高等支援学校に配置しているキャリアサ

ポーターによる職場開拓を実施。 

★キャリアサポーターの活用により、

増加・多様化している就職希望に応じ

た職場開拓に取り組む。 
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【基本的方向性１】家庭・地域の教育力向上

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

就学前 35.4%
小学校 99.6%
中学校 98.3%

＜R5.3＞

（参考）R3実績値
就学前 29.5%
小学校 87.7%
中学校 64.7%

＜R4.3＞

【基本的方向性２】安全・安心に過ごせる学校づくり

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

79.8%
＜R4.12＞

（参考）R3実績値
78.9%

＜R3.12＞

94.7%
＜R5.3＞

（参考）R3実績値
90.6%

＜R4.3＞

【基本的方向性３】確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

1/6項目で全国
平均を上回る

＜R4.4＞

（参考）R3実績値
1/4項目で上回る

＜R3.4＞

52.5%
＜R5.3＞

（参考）R3実績値
53.9%

＜R4.3＞

73.5%
（25/34種目）

＜R4.12＞

（参考）R3実績値
76.5%(26/34種目)

＜R3.12＞

【基本的方向性４】障がいや多様な教育的ニーズに応える

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

96.0%
＜R4.9＞

（参考）R3実績値
83.4%

＜R3.9＞

98.6%
＜R5.3＞

（参考）R3実績値
98.2%

＜R4.3＞

児童生徒が切れ目なく支援を受けられる割合（★）
（個別の教育支援計画の小学校から高等学校までの引継
ぎの割合）

64.7%
＜R2.9＞

100%
＜R6.9＞

特別支援学校において生徒が就職できた割合（★）
（就職希望者数に占める就労継続支援Ａ型を含む就職者
数の割合）

88.7%
＜R2.3＞

100%
＜R6.3＞

児童生徒の体力が向上した割合
（全国体力・運動能力、運動習慣等調査で全国平均を上
回った種目数の割合）

70.6%
（24/34種目）

＜R元.12＞

100%
（34/34種目）

＜R5.12＞

生徒の学力が向上した割合（★）
（高等学校）
（「高校生のための学びの基礎診断」で学力が向上した
生徒の割合）

52.9%
＜R2.3＞

65%
＜R6.3＞

指　標　名

指　標　名

指　標　名

いじめを受けた児童生徒で、誰かに話をした、又は自分
で解決できると答えた割合（★）

80.4%
＜R元.12＞

100%
＜R5.12＞

不登校の児童生徒が、教職員だけでなく専門家からの支
援を受けている割合（★）
（公立小中学校）

89.7%
＜R2.3＞

100%
＜R6.3＞

指　標　名

保護者が家庭教育について学んだ園・学校の割合（★）
（「親の学び」講座等を実施した園・学校の割合）

就学前 34.4%
小学校 99.6%
中学校 97.4%

＜R2.3＞

就学前  50%
小学校 100%
中学校 100%

＜R6.3＞

児童生徒の学力が向上した割合（★）
（小中学校）
（全国学力・学習状況調査で全国平均を上回った項目
数）

1/5項目で全国
平均を上回る

＜H31.4＞

すべて全国
平均を上回る

＜R5.4＞
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【基本的方向性５】キャリア教育の充実とグローバル人材の育成 

（重点取組）★ 英語教育日本一を目指します 

      ★ 進学や就職の夢を叶えます 

★キャリアプランニングスーパーバイザー

によるインターンシップ受入事業所の開拓

を図りながら、県立高校（全日制）において

インターンシップを実施。 

★特に普通科生徒のインターンシップ

体験の増加が課題であり、各学校の実

績や状況に応じた支援を行う。 

★英語外部検定試験受験料に係る市町村へ

の補助や低所得世帯への受験料補助を実施。 

★受験料補助等による支援体制の充実

及び児童生徒の英語力向上に向けた教

職員研修の充実を図る。 

★県立高校でスピーキング・ライティングテ

ストの活用を促進するとともに、英語に特化

した学校訪問による指導・助言を実施。 

★各校の実情に合わせた目標取得率を

設定し、英語外部検定試験の積極的な

受験を推進する。 

【基本的方向性６】魅力ある学校づくり 

（重点取組）★ 魅力ある学校づくりを進めます 

★高森高校マンガ学科などの学科改編の決

定、「県立高校学びの祭典」の開催など、「県

立高等学校あり方検討会」の提言を踏まえた

魅力化の取組を実施。 

★「県立高等学校あり方検討会」の提言

に基づき、社会や地域、生徒のニーズに

応える特色ある学科の設置や学びの導

入について引き続き検討を行い、魅力

化に向けた取組を実施していく。 

【基本的方向性７】子供たちの学びを支える 

（重点取組）★ 教員の指導力向上を図ります 

      ★ ＩＣＴ教育日本一を目指します 

★教員の人材確保を図るため、PR動画の作 

成等を通した本県教員の魅力発信や考査内

容の改善等を実施。 

★ペーパーティーチャーや UIJ ターン 

者等に対する講習会等を通じ、免許保 

有者の掘り起こしを進める。 

★働き方改革の趣旨や労働安全衛生に係る

チラシや、業務改善事例集を作成し、学校に

配布。また、外部人材の確保・活用を実施。 

★働き方改革支援アドバイザーの学校

への派遣等により、引き続き、働き方改

革に向けた教職員の意識啓発を図る。 

★県立学校について、特別教室・体育館等へ

の校内通信ネットワークの整備を完了。ま

た、学校情報化優良校の認定取得を促進。 

★校内通信ネットワーク未整備の専門

高校の実習棟・圃場等について、整備を

完了。また、ＩＣＴの活用促進を図る。 

【基本的方向性８】文化・スポーツの振興と生涯学習の推進 

・県スポーツ協会クラブアドバイザーと市町

村を訪問し、総合型地域スポーツクラブの質

的充実や設置促進等の情報交換を実施。 

・総合型地域スポーツクラブ未設置町

村への丁寧な説明や情報提供及び指導

者の育成や活動内容の充実を図る。 

【基本的方向性９】災害からの復旧・復興 

・令和２年７月豪雨で被災した文化財（国・

県指定、国登録）は、復旧対象４３件のうち

３３件が復旧。 

・引き続き、文化財（国・県指定、国登

録）の災害復旧を進める。 
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【基本的方向性５】キャリア教育の充実とグローバル人材の育成

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

63.6%
＜R5.3＞

（参考）R3実績値
50.7%

＜R4.3＞

中３ 34.4%
高３ 30.8%
＜R4.12＞

（参考）R3実績値
中３ 32.2%
高３ 32.3%
＜R3.12＞

【基本的方向性６】魅力ある学校づくり

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

60.8%
＜R4.9＞

（参考）R3実績値
53.5%

＜R3.9＞

【基本的方向性７】子供たちの学びを支える

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

54.7%
＜R5.3＞

（参考）R3実績値
50.6%

＜R4.3＞

〔市町村立学校〕
38地域

〔県立学校〕
０地域

＜R5.3＞

（参考）R3実績値
〔市町村立学校〕

19地域
〔県立学校〕

０地域
＜R4.3＞

【基本的方向性８】文化・スポーツの振興と生涯学習の推進

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

88.8%
＜R5.3＞

（参考）R3実績値
91.1%

＜R4.3＞

策定時 目標値 R4実績値 策定時比

76%
＜R5.3＞

（参考）R3実績値
51%

＜R4.3＞

指　標　名

指　標　名

指　標　名

【基本的方向性９】災害からの復旧・復興

指　標　名

指　標　名

高校生（全日制）がインターンシップを体験した割合
（★）

70.2%
＜R2.3＞

80%
＜R6.3＞

生徒が英語力を身に付けた割合（★）
（中３：英検３級相当取得率
　高３：英検準２級相当取得率）

中３ 27.1%
高３ 32.9%
＜R元.12＞

中３ 40.0%
高３ 45.0%
＜R5.12＞

中３

高３

入学を希望する生徒が増加した県立高等学校の学科・
コースの割合（★）

50.3%
＜R2.9＞

80%
＜R6.9＞

教職員の時間外在校等時間が年360時間以内となってい
る割合（★）

45.6%
＜R2.3＞

100%に向け
前年度より増加

＜R6.3＞

学校における情報化が先進的である地域の数（★）

〔市町村立学校〕
３地域

〔県立学校〕
０地域

＜R2.3＞

〔市町村立学校〕
44地域

〔県立学校〕
１地域

＜R6.3＞

地域に総合型地域スポーツクラブが設置されている割合

91.1%
（県内における総
合型地域スポーツ
クラブ設置市町村
41/45市町村）

＜R2.3＞

100%
＜R6.3＞

文化財（国・県指定、国登録）の災害復旧が進んでいる
割合
（令和２年７月豪雨）

0%
＜R2.7＞

85%
＜R6.3＞


